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1B斷 轟 オ潯セキシ reウモ 細胞饌分画の 調製

Q 高木傾吾、吉獺 静夫寅 、永井玲子 （大陳大 ・教餐 ・生物、☆ 北海道大 ・低潟研）

　オ オ セ キシ ョ ウモ （蜀 ユ戯 雌 ）は トチ 漕ガ ミ科の 淡水産櫃物で 、 その葉肉細鞄の療彫質流

勦が 赤色光 （R ） と近赤外光 （FR ）とに よ っ て譏節 され て い る。　 R 照購に伴っ で翻胞黶の Caat 濃度が

下降し、こ の 麟が流劭を慧罍起 こす。 FR 照鮒は措抗的作用を示す （1 ） 。 プtt トプ ラス トを用い て 、　 R

照射が細胞内か らの Canv の 汲み出 しを誘発する覊 も磯かめたので （2 ） 、 光轄 よる滴動の調節機構に つ

い て図 1 の ような作棊仮臨を立てた。細盥饌を介 し“．Cage の 滴れ羅 、濃度勾配 に麗 っ て常に趨こっ て い

る流入 と、エ ネル ギー−tw導的な流出との二方向を想定 し、 観養の活性が フ ィ トク W ム の 糊紳下 轄 ある 。 即

ち、R 照鮒に よっ て 光変換し禿 P 鯰が Ca 欝
の 汲み 塵しを健遷 し、飆胞質の Caavwa 度が下が る事に よっ

て流動オゴ誘多篭されると考える 。

　上配の 繊な Ca 掛

翰送饑構が 細胞蹊に存在するもの と予想 し、 その 特牲や光斛御の有無 を逼究するため

に 、オオセ キ
・
シ e ウ モ か ら細胞膜分磁を調製す為事を賦みた e 葉を PeXytron　PT35reよ っ て駿砕 した 後、

8000 甥 の上滑か ら 10 ガ』g で蒋ちて 筆るマ イク ロ ゾー・ム勞画を、溝 リユ チレ ン グ リ認
一ル とデキ ス ト

ラン か らな る二相分醍鷺 か 骨 （3 ）、細驪膜と飆胞内膜系 とを分饑 した ， 二 纉分鬻 を行な う際の NaC1

濃度が その効率に 影響を与えるの で 、◎ − 30mM ・NaC1 春在下 で觀製 した鞴胞瞹分画の純農を、標

餓酵案活性に よ p て比鮫 した （醤 2 ）。 1DP （イノ シ ン ニ リン酸）a＄e をゴ ル 夢捧、的 t　c　 oxidase を

ミトコ ン ドリア 、NADH・・C：睡 cxerfuctase をER の 標識酵素 として 測定した 。　 N　a 　C　1濃度を上げるに 従 っ

て 各細胞内膜系の 酵素活性は低くな り、30 　mM
”
“ほぼ   になる 。 これに伴 っ てバ ナジ ン 酸愚受性ATP

ase の 比活性が 上昇してゆ くこ とよ り、高純度の 翻胞膜分画が得ちれで い るもの と思われ 蚤 。 さら に こ の

分画をシ ロ 糖密度勾配遠心 に かげた結果、バ ナジ ン 酸躔受性 ATPa ＄e 活性の ec　一クは．39 ％ （曜 冨 ）

シ ョ 纃に相楽するフ ラク シ ョ ン に現われ尭 。 相分配を行なう齣の マ イタcr ゾーム分画を密農勾醒逮心 に か

けると、ER の樔讖酵素活性C＊　16 − 21 ％、ミ トロ ン ドリア li　40 ・・41 ％の ツ ラクシ 闘 ン に ピ
ー

ク を

示すため、これ らとは異な る密褒を持っ 膜系で ある躑が わか る。
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